
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中3 国語 和語・漢語・外来語 オクリンクプラス
選択肢集計・キーワード集計

和語・漢語・外来語のクイズを作成して問題を出し合おう

準備：
・共有コードを使用して4枚のクイズ作成カード（レベル①～④）を取得する。
・授業作成時に、「権限設定」→「授業の機能制限」→「カードの送り合い」を「可能」に設定する。
・共有用のみんなのボードをグループの数分用意する。

・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。

授業の流れ：
1. マイボードに送られた4枚のクイズ作成カード（レベル①～④）を各自開く。
2. 各自で、それぞれのレベルに合ったクイズをいくつか考える。
3. 各自完成したクイズのカードを、「提出BOX」と「みんな」の中から同じグループの人に送信する。（オクリンクプ

ラスでクラスの特定の人にカードを送る場合は「みんな」を選び、そのあとに送る対象者を選択します）
4. マイボードを開いて、送られたグループの全員のクイズに取組む。
5. 全員のクイズの答えをつなげて、グループのみんなのボードに送信する。
6. 分からなかったり、分類している時に迷ったりしたところを伝え合いながら、答え合わせをする。レベル④のクイズ

は複数の言い換えが可能なため、より自然な言い換えをグループで考えるなど、子ども主体で発展的に取組
む。

7. 先生は、提出BOXに送られたクイズの中からいくつか選び、全体で確認する。

• 普段何気なく使っている外来語を和語や漢語で言い換えたり、クイズになりそうな言葉を調
べたり、外来語を使った文を考えてクイズを作成してみることで、語彙力を豊かにすることがで
きます。

• 問題を作り合うことで、言葉の持つ意味を正しく理解したり、使い方や選び方で、一人一人
感じ方に違いがあるなど、新しい発見や学びを深めることができます。 pb01KX54E6TRT41N3YPK53QQTQZW
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授業の権限設定「カードの送り合い」

子どもが作成したクイズを子供同士直接送り合うには、
授業の権限設定から、授業の機能制限の「カードの送り
合い」を「可能」に設定する必要があります。

【授業作成】基本設定画面

【授業作成】権限設定画面
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カード作成例

【レベルに合わせたクイズ例と解答例】※カードは活動時間に合わせ、②と④だけ使用するなど自由に組み合わせてお使いください。
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